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「地域の居場所」とは  長田英史

まちかど健康相談室（栄養ケア・ステーション） 山口はるみ

失語症カフェ「わっくる」 園田尚美

マタニティカフェ―町家クラブゆるり  柴野奈津子

認知症カフェネットワーク  竹内弘道

支援者が集う場所  高瀬比左子

地域の居場所―コミュニティカフェ

※都合により誌面が変更される場合がございます。

歳を重ねると，日々の進みが早く感じるというのは誰でも経験しているところだと思
います。今流行りの NHK の番組キャラクターの「チコちゃん」によれば，子どもの

時に感じていた，いろいろな「ワクワク」や「興味津々な気持ち」は大人になると薄れて
くるので，相対的に感じる時間の長さが短くなるのだそうです。最近，臨床をしていて驚
いたのは，この定例の「もう○月なんですね。毎年月日が経つのが本当に早いですねぇ」
という会話を 20 代の人がするようになったことです。自分が 20 代の頃はそんなことを感
じたこともお友だちとそのような会話をした記憶もなく，最近の人はそんな若い頃からこ
のようなことを感じているのだと不思議に思いました。ワクワクをそんな時代から感じな
くなってしまっているのでしょうか。人が大人になるのは遅いと思うのに，それだけ時の
進みが早くなってしまったのだろうと思っています。社会の中に余裕が少なくなり，つく
づくのほほんと生きることがしにくい時代になったものです。
　本誌が創刊されてから，すでに10年を過ぎており，創刊当時から編集委員としてかか
わってきた私にとって，本当にあっという間の気持ちですが，この間「ワクワク」や「興
味津々の気持ち」は山のようにありました。編集委員の仕事の多くは特集の企画をするこ
とで，毎日の生活の中にも企画のヒントやTipsは転がっており，それらは自分の臨床に
も役立つものでした。臨床というのは施設の中のリハ室の中でだけ考えるものではありま
せん。地域リハの領域では特にそれが言えると思いますが，読者の方はいかがでしょうか。
一つのテーマを考えるときに，ある方面だけでその問題をとらえるのではなく，関連する
（もしくは一見関連するとは考えらえない）領域の人とかかわり，その知識も得て考えてみ
ると，その問題にどう対処したらいいのか浮き上がってくることも多いのではないでしょ
うか。そしてその時に得られた知識や人とのネットワークは，その後も役立つこともあり
ます。時間と労力が必要ですが，教科書や研修会で一方的に得られたものばかりでは，い
つも同じような臨床になってしまいます。どうぞ，「ワクワク」や「興味津々な気持ち」を
いつも持ち続けていただき，能動的な臨床でありたいと思います。「月日は百代の過客にし
て，行かふ年もまた旅人なり」。歳月がどんどん過ぎてしまうことに変わりはありません
が。
� 編集委員　西脇恵子
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